
実践ノウハウの提供でお客さまと共に持続可能な社会づくり
キヤノン

　
　キヤノンの環境ビジョン「 」は新たなフェーズへ突入した。
製品の高機能化と環境負荷低減の両立を基本目標とする同ビジョンのもと、従来より
「つくる」「つかう」「いかす」の製品ライフサイクル全体で二酸化炭素（ＣＯ２）排
出量削減などに取り組んできた。 年の策定以来、環境トップランナー製品をオフィ
ス用複合機から業務用プロダクションプリンター、レーザープリンターまで拡充。「見
える化」と「改善」のサイクルは不変テーマだが、今年から「見える化」の対象を製品
使用時まで広げた。一方、東日本大震災が自社工場およびサプライチェーンに甚大な被
害をもたらすなか、社員の節電意識は一変。激動の 年をきっかけに、環境対策に対し
て一層強固な体質を作り上げられるかどうかが今、問われている。

インタビュー
　
―

年
は
東
日
本
大
震
災
と
そ
の

後
の
電
力
供
給
問
題
で
、
環
境
本
部

は
忙
し
い
１
年
で
し
た
。

　
「
震
災
を
振
り
返
り
、
何
か
の
き

っ
か
け
に
よ
り
人
間
は
成
長
し
、
多

く
の
知
恵
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う

こ
と
を
強
く
認
識
し
た
。
昨
年
ま
で

も
当
社
は
省
エ
ネ
を
中
心
と
し
た
環

境
対
策
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
き

た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
震
災
後
の
対

応
で
２
ラ
ン
ク
も
、
３
ラ
ン
ク
も
上

の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
回
は
、
各
人
で
危
機
意
識
を

持
ち
、
家
庭
で
も
会
社
で
も
自
発
的

に
節
電
に
乗
り
出
し
た
こ
と
が
素
晴

ら
し
い
」

　
―
震
災
は
キ
ヤ
ノ
ン
が
長
年
続
け

て
き
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
な
ど
の

環
境
負
荷
低
減
活
動
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

　
「
物
事
を

見
え
る
化

し
、
ム

ダ
に
気
づ
き
、
改
善
す
る
サ
イ
ク
ル

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
。
見
え
る

化
は
や
は
り
大
切
で
、
例
え
ば
当
社

に
お
い
て
も
、
全
社
員
の
パ
ソ
コ
ン

に
省
エ
ネ
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
自
分

の
使
用
電
力
量
を
見
え
る
化
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
社
員
の
意

識
は
大
き
く
変
わ
っ
た
」

　
「
従
来
の
製
造
現
場
の
発
想
は
、

ま
ず
生
産
量
を
決
め
、
そ
れ
を
も
と

に
ど
れ
だ
け
Ｃ
Ｏ
２
や
消
費
電
力
を

削
減
で
き
る
か
を
考
え
て
い
た
。
今

年
は

こ
れ
だ
け
の
電
力
量
で
ど
れ

だ
け
の
生
産
量
が
確
保
で
き
る
か

に
発
想
が
逆
転
し
、
そ
こ
か
ら
見
え

て
き
た
テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

今
冬
以
降
も
節
電
活
動
か
ら
定
常
化

で
き
る
テ
ー
マ
は
継
続
し
、
修
正
が

必
要
な
テ
ー
マ
は
手
を
加
え
て
長
続

き
す
る
よ
う
に
変
え
て
い
く
」

　
―
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」
を
掲

げ
て
３
年
が
た
ち
ま
す
。

　
「
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
、
最
初

に
発
売
し
た
製
品
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

複
合
機

ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ

Ｒ
　
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

ｉ
Ｒ
―
Ａ

Ｄ
Ｖ

だ
っ
た
。
今
年
に
か
け

て
、
そ
の
ｉ
Ｒ
―
Ａ
Ｄ
Ｖ
の
基
本
技

術
を
他
の
製
品
へ
も
拡
大
し
、
ｉ
Ｒ

―
Ａ
Ｄ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
の
拡
充
に
加

え
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
プ
リ
ン
タ
ー

ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

な
ど

へ
横
展
開
し
た
」

　
―
今
年
か
ら
機
器
の
使
い
方
ま

で
、
見
え
る
化
の
対
象
を
広
げ
ま
し

た
。

　
「
お
客
さ
ま
が
使
用
す
る
場
で
環

境
負
荷
を
し
っ
か
り
低
減
で
き
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
実
際
に
機
器
を
使
用
す
る
の

は
お
客
さ
ま
な
の
で
、
お
客
さ
ま
が

使
用
す
る
場
で
の
見
え
る
化
に
力
を

入
れ
始
め
た
。
現
状
の
オ
フ
ィ
ス
環

境
に
お
け
る
キ
ヤ
ノ
ン
製
品
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
や
、
省
エ
ネ
性
能
の
高
い

製
品
へ
の
入
れ
替
え
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
な
ど
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
　
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

に
加
え
、
実
際

に
お
客
さ
ま
が
使
用
す
る
場
で
Ｃ
Ｏ

２
の
排
出
量
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
、

Ｅ
Ｃ

Ｏ
情
報
プ
ラ
グ
イ
ン

の
提
供
を
始

め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
初
想
定
と

実
際
の
機
器
の
稼
働
状
況
の
乖
離
が

か
い
り

分
か
る
。
実
績
の
見
え
る
化
が
可
能

に
な
り
、
そ
こ
か
ら
改
善
へ
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　
―

年
の
行
動
計
画
は
。

　
「
基
本
は
見
え
る
化
と
改
善
。
こ

れ
か
ら
も
見
え
る
化
の
範
囲
を
ど
ん

ど
ん
広
げ
て
い
く
。
見
え
る
化
の
手

段
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
お
客
さ
ま
に

任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
当

社
が
協
力
し
な
が
ら
改
善
を
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
今
ま
で
は
材
料

や
省
エ
ネ
性
能
な
ど
、
単
品
で
環
境

負
荷
の
低
減
を
考
え
て
き
た
が
、
オ

フ
ィ
ス
で
複
合
機
な
ど
を
シ
ス
テ
ム

化
し
て
使
用
し
た
時
に
、
ど
れ
だ
け

環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
か
を
総
観

し
て
把
握
す
る
上
で
は
Ｉ
Ｔ
力
が
重

要
に
な
る
」

　
「
ま
た
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
電
源
設
計
な
ど
の
環
境
技
術
の
採

用
は
、
ｉ
Ｒ
―
Ａ
Ｄ
Ｖ
を
は
じ
め
映

像
事
務
機
系
の
製
品
が
中
心
だ
っ
た

が
、
同
じ
よ
う
に
他
事
業
に
も
広
げ

て
い
き
た
い
。
技
術
の
転
用
は
可
能

で
、
環
境
技
術
で
当
社
の
製
品
群
全

体
を
底
上
げ
し
て
い
き
た
い
」岩下知徳氏常務取締役環境本部長・品質本部長

お
客
さ
ま
視
点
で
環
境
負
荷
を
低
減
製
品
購
入
前
か
ら
購
入
後
ま
で

製
品
使
用
時
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
「
見
え
る
化
」
を
強
化

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
複
合
機

使
用
時
の
消
費
電
力
削
減

ＥＣＯ情報プラグイン概念図

カ
ラ
ー
デ
ジ
タ
ル
複
合
機

ム
ダ
取
り
の
徹
底
で
オ
フ
ィ
ス
の
改
善
支
援

　

　キヤノンは、環境ビジョン「 」
のもとに、さまざまな製品を通じて「画像一枚あたりのＣ
Ｏ２排出量削減※」に取り組んでいます。キヤノンの環境
への取り組みやＣＯ２排出量の算定条件は、ホームページ
に掲載しています。
　
　※画像一枚あたりのＣＯ２排出量は、キヤノンの算定条件に基
づきます。製品の製造時、物流時、使用時に発生するＣＯ２の総
量を、その年に販売した全ての製品台数ならびに生涯使用枚数で
割って算出。お客さまの使用状況によりＣＯ２排出量が異なる場
合があります。
　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

外
装
用
塗
料
を
環
境
配
慮
タ
イ
プ
へ

ＩＸＹ　５１Ｓ

　
キ
ヤ
ノ
ン
は
、

年
７
月

か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

主
力
生
産
拠
点
の
大
分
キ
ヤ

ノ
ン

大
分
県
国
東
市

で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
鏡

筒
部
品
の
外
装
材
用
塗
料

を
、
溶
剤
系
塗
料
か
ら
水
系

塗
料
へ
切
り
替
え
た
。
塗
料

は
、
含
有
す
る
化
学
物
質
に

よ
っ
て
様
々
な
管
理
が
必
要

で
、
大
分
キ
ヤ
ノ

ン
で
は
環
境
影
響

や
管
理
コ
ス
ト
な

ど
の
面
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
。

　
水
系
塗
料
へ
の
切
り
替
え

を
早
急
に
進
め
た
か
っ
た
も

の
の
、
薄
く
て
均
一
な
塗
装

の
制
御
が
難
し
い
ほ
か
、
経

年
劣
化
し
や
す
い
特
性
も
障

害
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
塗
料
自
体
の
開
発
だ
け

で
な
く
、
塗
装
工
程
の
見
直

し
に
も
着
手
。
塗
料
に
用
い

る
噴
射
装
置
や
塗
料
安
定
供

給
装
置
な
ど
を
開
発

し
、
溶
剤
系
塗
料
と
同

等
の
色
調
や
品
質
を
実

現
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
部

品
の
社
内
塗
装
に
お
い

て
、
消
防
法
や
労
働
安

全
衛
生
法
な
ど
が
指
定

す
る
化
学
物
質
を
廃
絶

で
き
た
。
加
え
て
、
防

爆
設
備
な
ど
特
殊
な
作

業
環
境
も
不
要
に
な
っ

た
。

　
ま
た
、
新
た
な
塗
装
工
程

で
使
う
治
具
は
、
成
形
廃
材

を
再
成
形
す
る
こ
と
で
、
資

源
再
利
用
に
貢
献
。
治
具
の

洗
浄
工
程
も
省
け
、
リ
ー
ド

タ
イ
ム
短
縮
に
も
つ
な
が
っ

た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
に
よ

り
、

年
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
合
計
約

削
減
で
き

た
。

　
有
害
物
質
廃
除
に
向
け
た

取
り
組
み
は
こ

れ
だ
け
で
は
な

い
。
大
分
キ
ヤ

ノ
ン
を
は
じ
め

国
内
外
の
工
場

で
、
主
に
レ
ン
ズ
洗
浄
に
用

い
る
フ
ッ
素
系
溶
剤
な
ど
の

排
ガ
ス
を
、
液
化
回
収
・
再

利
用
す
る
生
産
設
備
・
生
産

プ
ロ
セ
ス
技
術
を
確
立
。こ

れ
に
伴
い
、大
気
に
放
出
さ

れ
る
フ
ッ
素
系
溶
剤
の
約
９

割
を
回
収
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る

排
ガ
ス
回
収
効
率
の
向
上
と

展
開
す
る
拠
点
の
拡
大
を
目

指
す
。

輸送時の集合梱包

　
主
力
の
家
庭
用
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
複
合
機
「
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

ピ
ク
サ
ス

　
Ｍ
Ｇ
６
２
３

０
」
は
、
１
日
の
消
費
電
力
量

を
従
来
機
種
の
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
　

Ｍ
Ｐ
６
３
０

年
モ
デ
ル

比
で
約

％
削
減
し
た
。
こ
れ

は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

ー
本
体
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

計
が
さ
ら
に
進
ん
だ
結
果
だ
。

　
家
庭
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ

リ
ン
タ
ー
は
、
省
エ
ネ
設
計
が

か
な
り
進
ん
で
い
る
が
、
ス
リ

ー
プ
時
で
も
一
部
の
回
路
に
お

い
て
通
信
が
必
要
な
た
め
、
常

時
通
電
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
事
業
本

部
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
環
境
推
進
部
の

井
本
和
夫
専
任
主

任
は
「
さ
ら
な
る

省
エ
ネ
を
実
現
す

る
た
め
に
、
ス
リ

ー
プ
モ
ー
ド
時
の
待
機
消
費
電

力
に
注
目
し
た
」
と
開
発
者
の

あ
く
な
き
追
求
心
を
語
る
。

　
回
路
を
細
分
化
し
て
精
査

し
、
必
要
最
低
限
の
回
路
に
の

み
通
電
さ
せ
る
設
計
に
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
を
実

現
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
環
境
負
荷
低
減

に
つ
な
が
る
新
機
能
も
盛
り
込

ん
だ
。
そ
の
代
表
格
が
「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
設
定
」
。
お
客
さ
ま
自
身
で

プ
リ
ン
タ
ー
本
体
の
液
晶
画
面

か
ら
自
動
両
面
印
刷
や
自
動
電

源
オ
フ
を
簡
単
に
設
定
で
き

る
。
例
え
ば
、
自
動
電
源
オ
フ

を

分
に
設

定
す
る
と
、

従
来
機
種
比

で
約

％
の

消
費
電
力
量

の
削
減
と
な

る
。

　
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ

の
商
品
個
装

箱
の
形
状
に

も
改
良
を
加
え
た
。

年
発
売

の
独
立
イ
ン
ク
タ
ン
ク
「
Ｂ
Ｃ

Ｉ
―
３
２
１
」
以
降
の
イ
ン
ク

タ
ン
ク
に
お
い
て
、
２
つ
の
個

装
箱
を
上
下
逆
さ
に
し
て
、
パ

ズ
ル
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
隙
間

な
く
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
設
計
を
変
更
し
た
こ
と
で
、

小
型
化
と
と
も
に
輸
送
時
の
積

載
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
、

輸
送
時
の
パ
レ
ッ
ト
積
載
率
が

約

％
ア
ッ
プ
し
た
。

　
同
部
の
森
裕
美
課
長
は
、

「
家
庭
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ

リ
ン
タ
ー
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が

普
及
す
る
な
ど
、
利
便
性
の
向

上
と
共
に
、
電
力
消
費
も
増
加

す
る
方
向
に
あ
る
。
一
方
で
、

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム

の
改
定
に
よ
り
、

消
費
電
力
の
削
減
に
つ
い
て
さ

ら
に
厳
し
い
基
準
が
定
め
ら
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

省
エ
ネ
設
計
を
進
め
る
の
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
」
と
新
た
な

課
題
も
し
っ
か
り
念
頭
に
お
い

て
い
る
。
市
場
は
刻
一
刻
と
絶

え
ず
変
化
し
て
お
り
、
キ
ヤ
ノ

ン
の
省
エ
ネ
設
計
に
終
わ
り
は

な
い
。

２ １印刷の徹底など、印刷枚数の節約
による効果を見積もることができる

　
キ
ヤ
ノ
ン
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン

を
推
し
進
め
る
上
で
カ
ギ
と
な

る
「
見
え
る
化
」
は
、
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
「
製
品
を
導
入
し
た
あ
と

の
使
い
方
ま
で
見
え
る
化
す

る
」
と
映
像
事
務
機
事
業
本
部

映
像
事
務
機
環
境
推
進
部
の
齋

藤
雅
昭
課
長
は
お
客
さ
ま
の
オ

フ
ィ
ス
に
ま
で
気
を
配
る
。

　
そ
れ
が

年
８
月
か
ら
提
供

を
始
め
た
、
管
理
ツ
ー
ル
「
Ｅ

Ｃ
Ｏ
情
報
プ
ラ
グ
イ
ン
」
。
紙

の
使
用
量
、
消
費
電
力
、
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
実
績
や
予
測
値
を

機
器
ご
と
、
個
人
ご
と
に
グ
ラ

フ
で
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る

仕
組
み
だ

上
図
参
照

。

　
例
え
ば
特
定
の
複
合
機
に
対

象
を
絞
り
、
１
週
間
の
消
費
電

力
の
推
移
を
作
業
中
や
待
機

中
、ス
リ
ー
プ
モ
ー
ド
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
モ
ー
ド
、電
源
オ
フ
に

色
分
け
し
て
明
示
で
き
る
。
ど

こ
に
ム
ダ
が
潜
ん
で
い
る
か
が

一
目
で
分
か
り
、
オ
フ
ィ
ス
で

の
改
善
活
動
に
つ
な
が
る
。

　
複
合
機
の
環
境
性
能
の
一

つ
、
両
面
印
刷
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
機
能
も
搭
載
し
て
お

り
、
片
面
印
刷
の
場
合
と
の
環

境
負
荷
の
差
異
を
明
ら
か
に

し
、
社
員
へ
両
面
印
刷
を
徹
底

す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　
従
来
、
お
客
さ
ま
が
機
器
ご

と
の
環
境
負
荷
を
見
え
る
化
し

た
い
時
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
な
ど
を
用
い
、
手
作
業
で

集
計
し
て
い
た
と
い
う
。

　
登
録
可
能
な
機
器
数
は
最
大

で
１
０
０
０
台
。
同
本
部
映
像

事
務
機
商
品
企
画
部
の
柏
崎
昌

己
専
任
主
幹
は
「
お
客
さ
ま
が

グ
ラ
フ
な
ど
を
見
て
、

こ
ん

な
ふ
う
に
使
用
す
れ
ば
環
境
負

荷
低
減
効
果
が
あ
る

と
気
づ

く
入
り
口
と
し
て
機
能
し
て
い

る
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い

る
。
売
り
込
み
先
は
中
堅
、
大

手
企
業
の
Ｉ
Ｔ
部
門
、
総
務
部

門
の
ほ
か
、
オ
フ
ィ
ス
の
印
刷

環
境
最
適
化
サ
ー
ビ
ス
提
供
業

者
も
含
ま
れ
る
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
情
報
プ
ラ
グ
イ
ン

は
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
統
合
型
デ
バ

イ
ス
管
理
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー

の
オ
プ
シ
ョ
ン
。こ
の

製
品
は
、
こ
れ
ま
で
オ
フ
ィ
ス

で
の
印
刷
関
連
コ
ス
ト
削
減
を

主
眼
に
置
い
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
今
年
か
ら
環
境
負
荷

低
減
も
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。

　
導
入
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
以

外
に
も
、
見
え
る
化
の
対
象
は

広
が
っ
て
い
る
。
キ
ヤ
ノ
ン
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
「
Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
は
複

合
機
な
ど
の
導
入
効
果
を
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
使
い
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

　
閲
覧
者
に
対
し
て
、
既
存
の

機
器
と
比
較
し
た
環
境
負
荷
低

減
幅
や
、
具
体
的
な
省
エ
ネ
対

策
を
紹
介
。
購
入
前
も
購
入
後

も
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
、

環
境
志
向
の
お
客
さ
ま
に
応
え

て
い
る
。

　
「
見
え
る
化
で
気
づ
き
を
誘

発
す
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今

後
は
見
え
る
化
後
に
備
え
た
対

応
策
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」

齋
藤
課
長

と
、
至
れ
り
尽

く
せ
り
で
あ
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 １２月１５日 木曜日 　　

　ｉｍａｇｅＲＵＮＮＥＲ　　ＡＤＶＡＮＣＥ　　Ｃ２０３０
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